


要約:主に極低出生体重児 11例を対象に未熱児室入院中に児の自発運動を観察し、その異

常の有無と、画像診断における中枢神経系の異常の有無との相関をみた。自発運動の観察

は 2 名の医師により別個に行なったが、 11 例中 6 例については判定が一致したが、他の

5 例については意見が分れた。これは観察時間内の児の state が自発運動の観察に適さな

い(睡眠中、啼泣中)状態であった例が含まれていたためと推測された。画像診断での異常

は 4例であったが、医師 Aは自発運動で 3例を異常、医師 Bは 1例を異常と判定した。画

像診断で正常とした7例については、医師 Aは 5例を正常、医師 Bは 6例を正常と判断し

た。自発運動の観察は全く非侵襲的で、機器を要しないなどの利点があり、画像診断など

と組合せることにより、退院前の極低出生体重児の神経学的評価に有用であると考えられ

た。


